
学習権と義務教育の無償化から取り残された子どもたち  代表理事  安田 尚道 

 

昨年の 11 月 11 日、私たちの運営するフリースクール「ひたち未来アカデミア」が設立 1 年を迎え、シンポジ

ウムを開催しました。ここでは、協力いただいている親の会、講師、市民、学生の代表者と私が活動を報告し、

参加いただいた 40人ほどの市民と議論を深め、私たちの子どもファーストの学習支援を充実するための有意義

なご意見をいただきました。 

これを踏まえてフリースクールへの私たちの現状認識と願いをお伝えしたいと思います。 

学習権から取り残された子どもたち 

2022 年度の文科省の調査では、茨城県で 30 日以上欠席した不登校児童・生徒数は 8577 人であり、過去最高で

した。これを 1000人あたりでみると、本県は全国平均 31.7人を上回る 39.7人であり、全国で最も多い状況で

した。小学校では 23.4 人(全国 17.0 人、全国 2 位)、中学校では 69.6 人(全国 59.8 人、全国 5 位)です。これ

に対して茨城県教育庁によりますと、同年度では県内フリースクールは 41施設、通所している児童・生徒数は

236人、そのうち学校において出席扱いをうけているのは 156人でした。不登校・児童生徒のうち 3％ほどしか

フリースクールに通所せず、97％の子どもたちの学習権が保障されていないということになります。 

学習権と義務教育の無償化の保障を 

日立市では、私たちが設立するまで民間のフリースクールはありませんでした。不登校児童・生徒は学習権が保

障されないまま取り残されています。ご家庭と本人の不安、負担は相当なものであると思います。さらに、フリ

－スクールには運営するための授業料がかかります。そのため、義務教育の無償化も保障されていません。教育

を受ける権利と無償化による義務教育の国家保障（憲法 26条）が不登校児童・生徒には保障されていません。

私たちはこの二つの問題を保障することが喫緊の課題であると考えています。 

国連子どもの権利委員会の懸念 

 昨今、発達障害の子どもが増加し、特別支援教育の対象者が増えています。これに対して 2010年、国連子ど

もの権利委員会は「この現象が主として薬物によって治療されるべき生理的障がいと見なされていること、およ

び、社会的決定要因が正当に考慮されていないことを懸念する」（小国喜弘『戦後教育史』中公新書、2023）と

しています。この懸念はあまり国内では議論されていないようですが、不登校児童生徒も個人の問題とされ、学

校のあり方などの社会的制度との視点が薄いように思います。つい最近まで行政の不登校児童・生徒の教室を適

応指導教室と言われていましたように、不登校が学校に適応できない子ども 

個人の問題という考え方が現れているように考えられます。そうではなく、 

現在問われているのは子どもの現実にあった学校のあり方ではないでしょうか。 

そうでなければ、適応する範囲がどんどん縮小し、学校の存在意義がますます 

希薄になってしまうのではないでしょうか。この危機感が大事だと思います。 
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 会 員 募 集  
●正会員  個人 5,000 円 団体 10,000 円 学生 3,000 円 

●賛助会員 個人 １口 5,000 円を１口以上 

団体 １口 10,000 円を１口以上 

●情報会員 個人 3,000 円 団体 5,000 円 

※詳細は事務局にお問い合わせくださ

い 

ひまわりデイキャンプ 

 日程：第 2回 12月 2日（土） 

場所：茨城の軽井沢キャンプ場 

主催：「TRICOLOR」常磐大学・常磐短期大学 

内容：手作りテント体験、火起こし体験、 

   クリスマスツリー作り等 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアのお兄さんお姉さんが作ってくれた 

「うどん」でおいしいお昼ごはん 

 

 

 

 

 

 

 

 ボーリング、火起こし体験、手作りテント、クリ

スマスツリー作りをして楽しむことができました。 

フードパントリーの開催 

 以下の皆様からのご寄贈によりフードパントリー

を開催いたしました。無料塾の塾生家庭を対象に、

お米や食料品、生活用品をお配りしました。 

 第 2回：12月 16日（土） 

第 3回：2月 25日（日） 

 ♦️フードバンク茨城 様  

 ♦️NPO法人おてらおやつクラブ 様 

 ♦️明治安田生命保険相互会社 日立営業部 様 

たくさんのご寄贈、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

「ひたち未来アカデミア」イベント 
現在は高校生２名、中学生４名、小学生１名の７名

が在籍し、午前中は勉強、午後は総合学習として学生

や市民の協力のもと様々な体験学習を行っておりま

す。中学３年生の生徒からは、高校受験「合格」の嬉

しい知らせが届き始めています。 

9月 3日：運動会 

 

 

 

 

 

10月 8日：ハロウィンパーティ 

 

 

 

 

 

11月 11日：シンポジウム 11月 22日：干し柿作り 

 

 

 

 

 

12月 11日：障子張り体験 

 

 

 

 

12月 23日：クリスマス会 

 

 

 

 

 

「不登校親の会」発足 
２０２２年９月に開校した「ひたち未来アカデミ

ア」では２０２３年８月に、保護者の皆さまとともに

「with you 不登校親の会」を立ち上げました。 

 ９月に第１回親の会を開催し、すでに第４回目を迎

えました。親の会では、お子さまのこと 

で同じ悩みを抱えている保護者の皆さま 

同士、相談事や情報交換など、悩みを打 

ち明けられる場所となっています。 


